
さ
る
３
月
４
日
、
午
後
４
時
よ
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
根
岸
５
階
会
議
室
に
て
労

供
労
組
協
第
１
９
回
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
１
８
組
合
、
２
４
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
伊
藤
彰
信
議
長
の
挨
拶
の
後
、

横
山
南
人
事
務
局
長
か
ら
２
０
０
１
年

度
経
過
と
２
０
０
２
年
度
方
針
提
案
、

決
算
報
告
、
予
算
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

今
期
は
労
供
労
組
協
も
参
加
し
て
い
る

厚
生
労
働
省
の
「
し
ご
と
情
報
ネ
ッ
ト
」

に
お
い
て
、
今
後
は
供
給
先
、
派
遣
先

の
仕
事
情
報
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
て
労
供
労
組
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
仕
事
情
報
を
掲
載
し

て
い
く
こ
と
を
決
め
、
予
算
化
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
し
ご
と
情
報
ネ
ッ
ト

運
営
協
議
会
へ
も
横
山
南
人
事
務
局
長

が
委
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

昨
年
は
厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
を
２

回
行
い
ま
し
た
が
、
今
期
は
派
遣
関
係

に
つ
い
て
派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

介
護
関
係
に
つ
い
て
介
護･

福
祉
ユ
ニ

オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
厚
生

労
働
省
や
日
本
人
材
派
遣
協
会
へ
の
要

請
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

労
供
労
組
協
２
０
０
２
年
度
活
動
方
針

（
１
）
労
供
事
業
の
事
業
主
性
（
労
働

者
供
給
事
業
法
）
の
追
求

（
２
）
労
供
事
業
の
強
化
拡
大
と
派
遣

事
業
の
拡
大

（
３
）
賃
金
形
成
、
派
遣
的
労
働
の
福

祉
・
共
済
の
追
及

（
４
）
派
遣
労
働
相
談
の
推
進
と
持
続

的
・
広
域
的
問
題
提
起
。
情
報

発
信
基
地
の
拡
充

（
５
）
ユ
ニ
オ
ン
に
よ
る
専
門
・
職
能

教
育

（
６
）
Ｏ
Ａ
派
遣
ス
タ
ッ
フ
、
介
護
ス

タ
ッ
フ
の
組
織
化

（
７
）
行
政
、
経
営
者
団
体
へ
の
要
請

（
８
）
組
織
運
営
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●コンピュータ労働者に
ふさわしい賃金で、残
業を無くし、健康で文
化的な生活を。

●働く者が幸せになる平
和なコンピュータ社会
を。

電算労
電算機関連労働組合協議会
〒110-0003

東京都台東区根岸3-25-6
タブレット根岸2階
ＴＥＬ 03(5603)4570
ＦＡＸ 03(5603)7265

URL http://www.union-net.or.jp

（１）

さ
る
２
月
２
２
日
に
、
電

算
労
お
よ
び
電
算
労
組
合
同

の
第
６
回
定
期
大
会
が
９
組

合
・
支
部
か
ら
１
８
人
の
参

加
の
も
と
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
宣
言
の
あ
と
、
大
会
議

長
に
角
井
晃
さ
ん
（P

U
C

分

会
）
が
選
出
さ
れ
、
議
事
が

進
行
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に

小
林
寛
志
電
算
労
議
長
の
挨

拶
が
あ
り
、
日
本
経
済
の
現

況
や
春
闘
の
現
況
等
、
厳
し

い
状
況
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

篠
塚
芳
教
電
算
労
事
務
局

長
か
ら
、
春
闘
、
一
時
金
と

も
ど
こ
も
厳
し
い
状
況
で
は

あ
っ
た
が
各
労
組
の
努
力
と

粘
り
強
い
交
渉
に
よ
っ
て
満

額
の
達
成
に
は
い
た
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
一
定
の
成
果
は

挙
げ
ら
れ
た
と
の
総
括
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
、

各
項
目
に
つ
い
て
分
析
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２

０
０
２
年
度
の
春
闘
方
針
案

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
畠
山
仁
嗣
副
議
長
（P

U
C

分
会
）
か
ら
、
２
０
０

１
年
度
決
算
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
決
算
報
告
に
続
き
、

２
０
０
２
年
度
の
予
算
案
が

発
表
さ
れ
、
前
年
度
の
実
績

等
と
の
比
較
に
よ
り
編
成
さ

れ
た
予
算
項
目
一
つ
一
つ
に

つ
い
て
、
詳
細
か
つ
迅
速
に

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

柳
田
忠
浩
監
事
（ODK

分
会
）

よ
り
２
０
０
１
年
度
の
決
算

監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

採
決
は
挙
手
で
行
わ
れ
、

賛
成
多
数
で
各
議
案
は
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
電
算
労
組
に

お
い
て
は
、
新
役
員
選
挙
も

行
わ
れ
、
新
た
に
伊
藤
政
孝

さ
ん
（
ア
ル
バ
ス
支
部
）
が

執
行
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
電
算
労
の
新
し

い
弁
護
士
の
鴨
田
哲
郎
先
生

の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
、
小
川
成
人
さ
ん
（
ア

ル
バ
ス
支
部
）
の
音
頭
で

『
団
結
が
ん
ば
ろ
う
』
を
全

員
で
唱
和
し
ま
し
た
。

３
月
２
７
日
（
水
）
経
営
申
し
入
れ
（
東
京
）

４
月

５
日
（
金
）

〃

（
大
阪
）

４
月

５
日
（
金
）
回
答
指
定
日

４
月
の
第
３
週

経
済
産
業
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
申
し
入
れ

４
月
の
第
３
週

ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
交
渉
強
化

ー
労
供
事
業
組
合
の
協
議
会
ー

第
１
９
回
労
供
労
組
協
総
会

２
０
０
２
年
春
闘
日
程
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電算労２００２アンケート

配布 ３，５３０枚
回収 ８３６枚
時期 ２００２年１月

性別 男子 78%
女子 22%

年齢 平均 31.8歳
勤続 平均 8.2年
学歴 高校 12.3%

専門 16.6%
大学 70.2%
他 0.2%

結婚 独身 63%
既婚 37%

扶養 平均 0.6人
職種 ｿﾌﾄ 83.9%

ＯＰ 0.5%
ＯＡ等 1.2%
営業 3.8%
他 9.6%

（２）



2002年 3月25日 こ ん ぴ ゅ う た 第274号（３）



昨
年
に
比
べ
て
「
生
活
が
苦
し
く
な
っ

た
」
は
７
％
減
り
、
「
変
わ
ら
な
い
」

と
「
楽
に
な
っ
た
」
が
そ
れ
ぞ
れ
４
％

と
３
％
増
え
て
い
ま
す
。
月
例
賃
金
も

昨
年
に
比
較
し
て
上
が
っ
て
お
り
、
物

価
の
上
昇
に
比
べ
て
昨
年
の
賃
上
げ
が

上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

賃
金
外
の
要
求
で
は
昨
年
は
「
作
業

環
境
改
善
」
が
１
位
で
「
技
術
教
育
」

が
２
位
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
と
し
は
逆

転
し
て
１
位
が
「
技
術
教
育
」
に
な
っ

て
い
ま
す
。
「
残
業
規
制
」
は
３
位
で

変
わ
ら
ず
、
「
人
員
増
」
が
減
り
４
位

か
ら
５
位
に
、
「
配
転
問
題
」
が
増
え

５
位
か
ら
４
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
関
係
で
は
、
「
体
の
不
調
が
な

い
」
と
い
う
人
が
昨
年
に
比
べ
て
２
％
、

「
慢
性
の
持
病
が
な
い
」
人
も
２
％
わ
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ず
か
で
す
が
減
っ
て
い
ま
す
。
体

の
５
大
不
調
は
「
目
の
疲
れ
」
、

「
慢
性
疲
労
」
、
「
い
つ
も
眠
い
」
、

「
胃
腸
病
」
、
「
イ
ラ
イ
ラ
」
の

順
で
昨
年
と
同
じ
で
多
く
、
相
変

わ
ら
ず
残
業
や
ス
ト
レ
ス
の
多
い

業
種
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

て
い
ま
す
。

仕
事
・
技
術
関
係
で
は
「
仕
事

で
使
用
の
言
語
」
、
「
仕
事
で
の

使
用
機
械
」
、
「
情
報
処
理
技
術

者
試
験
」
、
「
新
技
術
に
」
、

「P
C

を
使
っ
た
講
習
希
望
」
な
ど

昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
自
宅
に

パ
ソ
コ
ン
を
持
つ
人
が
４
％
、
個

人
的
技
術
習
得
方
法
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
割
合
が
５
％
増
え
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
接
続
機
器
も
パ
ソ
コ
ン
は
ほ

ぼ
同
じ
で
す
が
、
携
帯
電
話
が
１
０
％

増
え
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

客
先
常
駐
の
問
題
で
は
、
客
先
常
駐
が

昨
年
の
４
４
％
か
ら
５
２
％
に
８
％
増

え
、
過
半
数
を
超
え
ま
し
た
。
客
先
と

の
契
約
で
は
直
接
契
約
が
５
％
減
り
、

間
に
１
社
が
１
％
、
２
社
が
２
％
増
え
、

３
社
、
４
社
は
変
わ
ら
ず
、
５
社
が
３

％
増
え
て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
業
界

の
不
健
全
さ
が
出
て
い
ま
す
。
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さ
る
、
２
０
０
２
年
３
月
１
１
日

（
月
）
、
午
後
６
時
４
５
分
よ
り
全
労

連
会
館
ホ
ー
ル
に
て
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
２
０
０

２
春
闘
決
起
集
会
」
が
各
６
単
産
傘
下

の
組
合
員
約
１
６
０
人
の
参
加
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
電
算
労
か
ら
は
小

林
寛
志
議
長
、
篠
塚
芳
教
事
務
局
長
と

横
山
南
人
事
務
局
次
長
の
３
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

ま
ず
開
会
挨
拶
で
Ｍ
Ｉ
Ｃ
副
議
長
の

新
聞
労
連
委
員
長
畑
衆
さ
ん
か
ら
、

「
メ
デ
ィ
ア
規
制
３
点
セ
ッ
ト
で
あ
る

『
個
人
情
報
保
護
法
案
』
、
『
人
権
擁

護
法
案
』
、
『
青
少
年
有
害
社
会
環
境

対
策
基
本
法
』
は
表
現
・
報
道
の
自
由

を
阻
害
す
る
も
の
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
労

働
者
、
労
働
組
合
の
声
を
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
極
め
て
少
な
い
。
日
本
国

憲
法
の
理
念
を
考
え
守
っ
て
い
く
、
新

た
な
出
発
点
に
し
た
い
。
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
政
治
部
デ
ス
ク

で
現
在
、
椙
山
（
す
ぎ
や
ま
）
女
学
園

大
文
化
情
報
学
部
教
授
の
川
崎
泰
資
さ

ん
か
ら
「
メ
デ
ィ
ア
規
制
と
有
事
法
制
」

に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
川
崎

さ
ん
は
「
メ
デ
ィ
ア
規
制
と
有
事
法
制

は
一
体
の
も
の
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お

り
、
同
根
で
あ
る
。
そ
の
基
本
は
、
憲

法
の
無
視
な
い
し
軽
視
に
あ
り
、
憲
法

否
定
の
体
制
を
作
る
と
い
う
強
烈
な
意

図
が
あ
る
。
憲
法
９
条
、
２
１
条
を
根

底
か
ら
ひ
っ
く
り
返
そ
う
と
い
う
の
が

今
の
動
き
で
あ
る
。
」
と
、
力
を
こ
め

て
言
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
そ
の
背
景

に
は
１
９
９
９
年
の
連
立
政
権
に
よ
る

右
傾
化
の
推
進
に
あ
る
。
自
民
党
１
党

で
は
で
き
な
い
た
め
、
政
権
に
付
き
た

い
公
明
党
を
取
込
み
『
日
米
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
関
連
法
案
』
、
『
周
辺
事
態
法

（
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
協
力
法
）
』
、

『
通
信
傍
受
法
案
（
盗
聴
法
）
』
、
住

民
基
本
台
帳
法
改
正
案
（
国
民
総
背
番

号
法
）
』
、
『
国
家
・
国
旗
法
』
な
ど

な
ど
次
々
に
出
し
て
き
た
。
」
と
、
現

在
の
体
制
を
批
判
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

メ
デ
ィ
ア
規
制
３
点
セ
ッ
ト
で
は
「
一

見
あ
た
り
ま
え
の
法
案
に
見
え
る
が
、

『
個
人
情
報
保
護
法
案
』
は
民
間
業
者

に
対
す
る
規
制
・
報
道
も
規
制
対
象
に

監
督
官
庁
が
行
い
、
『
人
権
保
護
法
案
』

は
独
立
第
三
者
機
関
が
メ
デ
ィ
ア
へ
の

強
制
捜
査
で
差
し
止
め
も
、
『
青
少
年

有
害
社
会
環
境
対
策
基
本
法
』
は
週
刊

誌
・
テ
レ
ビ
の
報
道
統
制
が
ね
ら
い
で

あ
る
。
」
、
「
法
案
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は

巧
妙
だ
が
、
実
質
的
に
言
論
を
統
制
す

る
メ
デ
ィ
ア
規
制
が
狙
い
で
あ
る
。
」

と
、
そ
の
危
険
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

有
事
法
制
に
つ
い
て
も
「
有
事
法
制
は

戦
争
法
制
の
こ
と
で
、
軍
事
行
動
を
国

民
生
活
に
優
先
さ
せ
、
国
民
・
企
業
・

業
者
を
動
員
す
る
法
制
が
国
政
上
の
目

標
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
が
武
力
行
使

の
当
事
者
に
な
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に

国
民
生
活
や
権
利
が
成
約
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
」
と
、
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
体
制
が
、
国
民
、
労
働
者
の

意
思
と
は
全
く
違
っ
た
方
向
に
改
悪
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
危

機
感
を
覚
え
、
今
後
の
労
働
組
合
運
動

を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
場
で
声
を
上
げ
改

悪
を
阻
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
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右と左の絵には７ヵ

所のまちがいがあ

ります。どこでしょ

う。正解者１０名

の方に図書券1000

円分をさしあげま

す。ご応募お待ち

しています。

宛 先：〒110-0003

台東区根岸3-25-6

タブレット根岸2Ｆ

こんぴゅうた クイズ係

E-mail：quiz@union-net.or.jp

前回の正解：①かど松 ②ペガサスの羽根 ③ペガサスの足

④鏡餅 ⑤お椀 ⑥着物のたもと ⑦右の女の子の髪

当選者 ：曽我あやみ・新井清美・上野浩二・佐藤周二郎

佐藤邦信（ＣＣＯＭ）赤嶺裕一・浦早苗（ＮＣＳ）

関敏幸（ＮＪＫ）町田史雄（ＰＵＣ）竹中一秀（東和）

敬称略 ★ご当選おめでとうございます★

クイズ

★ 締 め 切 り は ４ 月 末 日 ★
前回の応募者は３０人

図書券が当たる確率なんと３分の１！

ご応募お待ちしています！！

リ
ス
ト
ラ
、
医
療
改
悪
、
有
事
法
制

「
い
の
ち
を
削
る
国
民
負
担
に
大
反
対
！
！
」

メ
デ
ィ
ア
規
制
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か
う
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０
２
春
闘


